
 

    

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）     

現在使用されている漢方製剤は、大きく二種類に分類される。一つは保険適応の漢方エキス剤を主流と

する医療用漢方製剤であり、もう一方は保険の適応外となる漢方湯液である。 

本教科では、医療用漢方製剤についてその特徴と配合されている生薬、有効成分、薬効、臨床的適応、

服用法、副作用などを詳しく講義する。同時に、漢方薬を交付する際の服薬指導に必要な基礎知識を解

説し、さらに、これらの漢方製剤と西洋薬、あるいは食品との相互作用についても紹介する。 

    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   現代医療で使用される生薬・漢方薬について理解するために、漢方医学の考え方、代表的な漢方

処方の適用 

2.   漢方医学の特徴について概説できる。 

3.   代表的な漢方処方の適応症と配合生薬を説明できる。 

    

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. 補気剤 四君子湯の類方を症例、処方箋に従って解説する 

 2. 補血剤 四物湯の類方を症例、処方箋に従って解説する 

 3. 氣血双補剤 十全大補湯、人参養栄湯、帰脾湯、加味帰脾湯 

 4. 理気剤 半夏厚朴湯、香蘇散、二陳湯、平胃散、胃苓湯 

 5. 利水剤 五苓散、茯苓飲、小半夏加茯苓湯、半夏白朮天麻湯 

 6. 利水剤 当帰芍薬散、苓姜朮甘湯、苓甘姜味辛夏仁湯 

 7. 駆瘀血剤 桂枝茯苓丸、桃核承気湯、通導散、治打撲一方 

 8. 滋陰剤 六味丸、滋陰降火湯、清暑益気湯、麦門冬湯 

 9. 温裏補陽剤 大建中湯、桂枝加芍薬湯、小建中湯、黄耆建中湯 

10. 定期試験 講義内容に関する習熟度試験の実施 

    
方方方方 略略略略 講義 

成成成成 績評価方法績評価方法績評価方法績評価方法 レポート、試験、出席 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 漢方処方と方意、石毛敦・西村甲著、南山堂 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 漢方処方の構成と適用、森雄材著、医歯薬出版 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 漢方薬学科のある大学は少ない。卒業後の世間の期待は大きい。是非漢方薬を医師に

教えられる存在になってほしい。    

オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー    質問や相談があればいつでも研究室においで下さい。 

 

漢方製剤漢方製剤漢方製剤漢方製剤各論各論各論各論ⅠⅠⅠⅠ ５年次半期 集中 漢方必修 １単位 

漢方薬物学研究室 教授 石毛 敦 



 

    

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

現在使用されている漢方製剤は、大きく二種類に分類される。一つは保険適応の漢方エキス剤を主流と

する医療用漢方製剤であり、もう一方は保険の適応外となる漢方湯液である。 

 本教科では、主に漢方調剤薬局で調剤される漢方湯液をつくるためのきざみ生薬を主体とする漢方製

剤について、医療用漢方製剤との相違点を明らかにする。また、医療用漢方製剤以外の代表的な製剤に

ついて、配合生薬、有効成分、薬効、臨床的適応、服薬法、副作用などを詳しく解説する。さらに、漢方調

剤薬局の現状も紹介する。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   現代医療で使用される生薬・漢方薬について理解するために、漢方医学の考え方、代表的な漢方

処方の適用 

2.   漢方医学の特徴について概説できる。 

3.   代表的な漢方処方の適応症と配合生薬を説明できる。 

    
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 解表剤 桂枝湯、麻黄湯、葛根湯、麻黄附子細辛湯、五虎湯 
 2. 和解剤 小柴胡湯、柴胡桂枝湯、竹筎温胆湯、柴苓湯 
 3. 和解剤 柴胡桂枝乾姜湯、四逆散、加味逍遥散、半夏瀉心湯 
 4. 表裏双解剤 防風通聖散、五積散、参蘇飲、大柴胡湯 
 5. 瀉下剤 大承気湯、調胃承気湯、大黄牡丹皮湯、麻子仁丸 
 6. 清熱剤 白虎加人参湯、龍胆潟肝湯、三黄瀉心湯、温清飲 
 7. 清熱剤 黄連解毒湯、荊芥連翹湯、柴胡清肝湯、桔梗湯 
 8. 気陰双補剤 生脈散、炙甘草湯、麦門冬湯、参苓白朮散、啓脾湯 
 9. 腎虚、肝気鬱結の概念 六味丸、八味丸、牛車腎気丸の相異。肝気鬱結を治す方剤 
10. 定期試験 講義内容に関する習熟度試験の実施 
    
方方方方 略略略略 講義 

成成成成 績評価方法績評価方法績評価方法績評価方法 レポート、試験、出席 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 漢方処方と方意、石毛敦・西村甲著、南山堂 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 漢方処方の構成と適用、森雄材著、医歯薬出版 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 漢方薬学科のある大学は少ない。卒業後の世間の期待は大きい。是非漢方薬を医師に

教えられる存在になってほしい。    

オフィスアワーオフィスアワーオフィスアワーオフィスアワー        質問や相談があればいつでも研究室においで下さい。 

漢方製剤漢方製剤漢方製剤漢方製剤各論Ⅱ各論Ⅱ各論Ⅱ各論Ⅱ ５年次半期 集中 漢方必修 １単位 

漢方薬物学研究室 教授 石毛 敦 



 

    

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）     

漢方治療学総論では、漢方薬学科の専攻科目で修得した漢方薬に関する基礎知識を修得した学生に、

医療現場で行われている実際の漢方医療について総説する。 

これまでに学習した各種の生薬および基本的な漢方理論に基づき、現在、医療の現場で用いられてい

る漢方製剤の効能・効果、使用時に留意しなければならない副作用や相互作用などについて詳細に解説

する。さらに、漢方製剤および処方漢方薬が適応される代表的疾患について紹介し、疾患に用いる漢方

理論、使用法、服薬指導等に必要な基礎知識を学ぶ。 

    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   漢方治療に必要な漢方医学的概念、漢方医学的診察法および漢方医学的診断を修得する。 

2.   医療現場で用いられている主な漢方処方の効能効果、副作用、相互作用について修得する。 

3.   漢方治療の適応となる代表的な疾患の漢方処方と実際の使用法、服薬指導について修得する。 

    

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. 
漢方治療に必要な漢方医学的概念、診察

法および診断 

漢方治療に必要な、陰陽、虚実、気・血・水などの漢

方医学的概念、漢方医学的診察法(四診)および診断

について解説する。 

 2. 
主な漢方処方の効能・効果、副作用、相

互作用。 

医療現場で用いられている代表的な漢方処方の構成

生薬、効能効果、副作用、相互作用について解説す

る。 

 3. 
内科領域における漢方治療（１） 

呼吸器疾患、消化器疾患の漢方治療について解説す

る。 

 4. 
内科領域における漢方治療（２） 

内分泌代謝疾患、腎疾患、膠原病、循環器疾患、神

経内科疾患の漢方治療について解説する。 

 5. 産婦人科領域における漢方治療 産婦人科領域の漢方治療について解説する。 

 6. 整形外科、外科領域における漢方治療 整形外科、外科領域の漢方治療について解説する。 

 7. 皮膚科、耳鼻咽喉科領域における漢方治

療 

皮膚科、耳鼻咽喉科領域の漢方治療について解説す

る。 

 8. 泌尿器科、眼科、小児科領域における漢

方治療 

泌尿器科、眼科、小児科領域における漢方治療につ

いて解説する。 

 9. 
現代医療における漢方治療の役割 

現代医療における漢方治療の役割について解説す

る。 

10. 定期試験 講義内容に関する習熟度試験の実施 

    
方方方方 略略略略  講義 

成 績 評 価 方成 績 評 価 方成 績 評 価 方成 績 評 価 方 法法法法  定期試験、小テスト、授業態度、出席など 

教 科教 科教 科教 科 書書書書  「入門漢方医学」 南江堂 

                 「学生のための漢方医学テキスト」 日本東洋医学会編 南江堂 

参 考参 考参 考参 考 書書書書  なし 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ  漢方治療の実際と代表的な漢方処方を理解し、漢方治療の有用性について学んで

ほしい。    

オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー        質問は講義時間中、もしくは終了後に受け付けます。 

漢方治療学総論漢方治療学総論漢方治療学総論漢方治療学総論    ５年次半期 集中 漢方必修 １単位  

漢方治療学研究室 教授 福澤 素子  



 

    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    

新薬開発にかかわる臨床試験（治験）には、医師、看護師、薬剤師、医療事務職などさまざまな医療従

事者が関与する。しかし、治験の科学性や信頼性を保つためには、治験責任医師をサポートし、医療行為

以外の業務を調整する治験コーディネーター（CRC）の存在が不可欠と言われ、この治験コーディネーター

は薬剤師の新しい職種として注目されている。 

  本教科では、日本における治験コーディネーターの位置づけと、医療機関の実際に行われる治験業務

の内容について詳説する。さらに、治験の現状および問題点などについても講述する。 

    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   CRC の概念と定義、医療コミュニケーション、治験チーム内のコーディネーションを説明出来る。 

2.   臨床試験、IRB、インフォームドコンセプト、モニタリング、鑑査を説明出来る。 

3.   開発供託機関、治験施設支援機関、臨床試験、意思主導治験を説明出来る。 

    

授授授授業計画（項目・内容業計画（項目・内容業計画（項目・内容業計画（項目・内容））））    
 1. 総論（CRC の役割、被験者の保護、法規範と倫理規範） C17(4)  1-1, 2, 2-2, 4, 5 

 2. CRC の業務（治験の準備、同意取得、治験業務） C17(4)  2-1, 2-2, 2-3, 2-4 

 3. 臨床試験（治験実施プロセス、SOP、必須文書） C17(4)  1-3, -4, -5, -6 

 4. 臨床試験（治験審査委員会 IRB、インフォームドコンセプト、モニタリン

グ、鑑査） 
C17(4)  1-4, 2-3, -4 

 5. 臨床試験（治験状情提供、有害事象発生時の対応、賠償と保障） C17(4)  1-5, 2-1 

 6. 臨床試験（医療保険制度、信頼性確保と調査、CRO、SMO） C18(2)  1-1, 1-2 

 7. 医薬品開発と臨床試験（非臨床試験から臨床試験への移行）試験計

画 
C17(1)  3-1, 4-1, -2  

 8.
医薬品開発と臨床試験（大規模臨床試験、国際共同試験） 

C17(1)  4-4, (5)1-1, -2, 

2-4, -5 

 9. 臨床試験に必要な薬理作用と薬物動態（PK、PD 解析、ポピュレーショ

ン PK） 
C13(5)  1-1, -2, -6, -7 

10. 定期試験  講義内容に関する習熟度試験の実施 

    
方方方方 略略略略  講義 

成 績 評 価 方成 績 評 価 方成 績 評 価 方成 績 評 価 方 法法法法  定期試験、出席状況により評価 

教 科教 科教 科教 科 書書書書  CRC テキストブック  日本臨床薬理学会  医学書院 

参 考参 考参 考参 考 書書書書  新薬創製への招待   安生紗枝子      共立出版 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ  治験は新薬創生の最終段階であり、医薬品開発の仕上げを学んで欲しい。    

オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー        質問は、講義中、終了後に受け付けます。必要であればメールアドレスを提示します。 

治験業務治験業務治験業務治験業務論論論論    ５年次半期 集中 臨床必修 １単位 

                                     臨床薬理学研究室 教授 相原 弘



 

疾患別治療特論疾患別治療特論疾患別治療特論疾患別治療特論ⅠⅠⅠⅠ    ５年次半期 集中，臨床必修，１単位 

                                           漢方治療学研究室 教授 口野 嘉幸 

    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    

がん専門の薬剤師が必要であるかというアンケートに，90%をこえる医師が必要であると回答している。

このことは、21 世紀の薬剤師の職能も特化していく必要があることを示している。現在米国で認定されて

いる糖尿病、喘息、血中脂質異常症および抗凝血療法、さらに、日本ではがん化学療法、院内感染防

御、緩和医療などの領域において認定制度が検討されている。 

本講義では，がん化学療法の専門薬剤師を目指すために必要な化学療法薬・投与法などに関する

知識について詳細に学び，がん化学療法薬の適正使用とリスクマネージメントのできる能力を養成する。 

    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOSBOSBOSBOｓ）ｓ）ｓ）ｓ） 

 1. がんの発生機序と、がん遺伝子・がん抑制遺伝子の役割を説明できる。 

 2. がんの治療法を概説でき、化学療法の役割と問題点を説明できる。 

 3. 抗がん剤としての細胞毒性薬を概説でき、がん細胞殺傷の仕組みを説明できる。 

 4. がん拮抗薬を概説し、細胞毒性薬との違いを説明できる。 

 5. 抗がん剤の投与法や毒性（副作用）について説明できる。 

   

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. 序論 悪性新生物（がん）とは    がん研究の歴史、良性腫瘍と悪性腫瘍 

2. がんの発生 がんの発生要因：遺伝子変異、がん遺伝子とがん抑制遺伝子  

3. がんの発生 がんの発生要因：生活習慣因子、環境因子、ウイルス、ストレス 

4. がん治療  化学療法、外科的治療法、放射線治療法、免疫療法、その他 

化学療法の適応範囲と問題点（QOL） 

5. 

6. 

抗がん剤としての細胞毒性薬  

細胞毒性薬の作用機序 

アルキル化剤、白金製剤、アルカロイド、代謝拮抗剤、その他  

がん細胞殺傷の仕組み：アポトーシス誘導など 

7. 

 

8. 

がん拮抗薬 

 

分子標的薬 

ホルモン、生体応答修飾剤、分子標的薬、その他  

細胞毒性薬との相違点 

症例別使用法、機能発現の仕組み、利点と問題点 

9. がん化学療法薬の投与法と毒性（副作

用） 

がん化学療法薬の投与法（多剤併用）、毒性（副作用） 

薬剤耐性 

10. 定期試験 レポート提出 

 

方方方方 略略略略 講義 

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 レポート、出席状況などによる評価 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 プリント等資料配布 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 器官別 病態生理と治療薬 中島光好 監修、橋本久邦 編 （じほう出版） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ    日本人の死因の第一位を占める「がん」について、その実態を知ることはこの疾患の弱

点を見出し、それを新たな治療法の開発につなげ、この疾患を克服していく上で非常に

重要となる。またえられる情報は副作用の少ない分子標的薬などの開発にも応用できる

ことから、この分野での薬学士・薬剤師の貢献が期待されている。 

オフィスアワーオフィスアワーオフィスアワーオフィスアワー    質問や相談があればいつでも研究室に来てください。研究室で行っている研究内容

「新規がん治療薬の開発」についても興味があれば説明します。    

 



 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）            

２１世紀の薬剤師の職能は機能特化していくと考えられる。米国では、糖尿病、喘息、血中脂質異常症

および抗凝血療法が認定されている。さらに、日本でもがん化学療法、院内感染防御、緩和医療などの領

域において認定制度が検討され、すでに糖尿病の認定薬剤師制度がスタートし、医療現場で活躍してい

る。糖尿病の患者は多く、日本人の１/３は潜在的な糖尿病患者予備軍であるとまで言われている。 
本講義では、糖尿病の薬物治療としてインスリン製剤、経口糖尿病治療薬、さらには、合併症である腎障

害、網膜 症、神経障害の薬物療法の最前線について詳説する。    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

１． 糖尿病の治療薬が理解できる。 

２． 糖尿病の合併症が理解できる。 

３． WHO のがん性疼痛の指針が理解できる。 

４． 緩和ケア概論について理解できる。 

５． 緩和ケアの薬物療法が理解できる。 

６． オピオイドの合併症に対する治療が理解できる。 

    

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

１．糖尿病とは                診断，病態，臨床症状など 

２．糖尿病の治療              薬物療法 

３．糖尿病の合併症             腎症，網膜症，神経障害 

４．緩和ケア概論              WHO の緩和ケアの定義，包括的がん治療モデル 

５．がん性疼痛の評価と治療       評価，薬物療法，非薬物療法・ケア 

６．がん性疼痛事例検討          症例提示，グループワーク，全体討論 

７．オピオイドを開始する時        オピオイドの導入（ロールプレイ，レクチャー） 

８．症状の緩和                呼吸困難，消化器症状，精神症状 

９．がん医療におけるコミュニケーション オリエンテーション，ロールプレイ，講義  

１０．定期試験                講義内容に関する習熟度試験の実施 

 

    

方方方方 略略略略  講義，ロールプレイ 

成 績 評 価 方成 績 評 価 方成 績 評 価 方成 績 評 価 方 法法法法  定期試験，出席状況により総合的に評価。 

教 科教 科教 科教 科 書書書書  特に指定しない。講義用プリントを配布。 

参 考参 考参 考参 考 書書書書  参考資料を配布。 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ  積極的な授業参加を。１回の授業で必ず何かひとつ自分のものにしてください。    

オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー        質問や相談は，メールでも口頭でも可。できるだけ講義の日にお願いします。 

疾患別治療特論Ⅱ疾患別治療特論Ⅱ疾患別治療特論Ⅱ疾患別治療特論Ⅱ    ５年次半期 集中 臨床必修 １単位 

                                                           教授 佐々木 雄二  



 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        
地球環境問題は，人類を含む生命体すべての存亡に関わる重大な問題である。地球環境の大きな変

動に対して生命体はどのように応答して存続をはかってきたのか，また新たな環境変動に対して生命体は

どこまで対応できるのか，環境変動のなかでの生命体の応答を中心に述べる。現在を生きる我々一人ひと

りの問題として地球環境問題と考えてみたい。 

本特論では環境衛生学で学んだ地球環境と生態系の概要を基礎として，地球環境保全と環境修復の

観点から，温暖化とエネルギー問題，人口と食糧問題，化学物質による汚染問題など，実際の研究例を引

用しながら生物の環境ストレスに対する応答の仕組みの観点から解説し，深い知識を修得させる。 

    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   さまざまな地球環境問題の現状と成因に対して理解を深める。 

2.   地球環境保全および修復のための技術的方策を考える。 

3.   生物の環境ストレス応答（環境適応）について理解を深める。 

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 地球環境問題概観     人間活動と環境変動，温暖化，オゾン層破壊，砂漠化，化学物質汚染

など 

 2. 温暖化とエネルギー 自然エネルギーと化石エネルギー，物質循環 

 3. 人口と食糧 世界人口増加と食糧危機 

 4. 人口と食糧 環境に調和した食糧増産への方策 

 5. 生物の環境ストレス応答        生物の環境適応戦略（1） 

 6. 生物の環境ストレス応答 生物の環境適応戦略（2） 

 7. 化学物質による汚染 河川・海洋汚染，大気汚染，食品汚染 

 8. 化学物質による汚染 化学物質の長距離輸送 

 9. 地球環境保全と修復 自然環境と生物多様性    

10. 地球環境保全と修復 都市化と環境問題，持続可能な社会の構築 

    
方方方方 略略略略  講義    

成 績 評 価 方成 績 評 価 方成 績 評 価 方成 績 評 価 方 法法法法    各講義終了時，講義内容の要点と問題点を小文で記述させる。    

教 科教 科教 科教 科 書書書書  なし 

参 考参 考参 考参 考 書書書書            ①「地球環境がわかる」西岡，宮崎，野村著（2009 技術評論社） 

                                     ②「図解 世界の環境地図」原剛監修（青春出版社） 

               ③「地球環境化学入門」J.Andrews 他著（渡辺訳）（シ ュ プ リ ン ガ ー フ ェ ア ラ ー ク東京） 

               ④「これからの環境論―作られた危機を超えて」渡部正著（日本評論社） 

               ⑤「科学者の 9 割は地球温暖化はウソだと知っている」丸山茂徳著（宝島社新書） 

    受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ  新聞などに報道される身近な環境問題を通して環境について関心を持ってほしい。    

オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー        平日の午後いつでもどうぞ（図書館棟 17 階）。 

地球環境特論地球環境特論地球環境特論地球環境特論     ５年次半期 集中 健康必修 １単位 

環境科学研究室 教授 山崎 素直  



 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        
 公衆衛生学の中から，とくに産業保健衛生に関する部分を取り上げ，職場環境における保健衛生に重

点を置いて講述する。 

 本教科では，産業保健の意義，その歴史と役割，労働衛生関連法規について説明し，次に労働環境で

問題となるさまざまな化学物質の健康への影響，職場における健康管理，作業環境管理の理論とその実

際について詳述する。さらに，社会問題となっている核廃棄物および産業廃棄物についての現状や対策

などについても紹介する。主な職業病の概要については，公衆衛生学で学ぶ。 

    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   労働衛生関連法規の体系について説明できる。 

2.   基本的な労働災害統計の意味を説明できる。 

3.   主な職業性疾病を列挙し，その原因と症状を説明できる。 

4.   有害化学物質による人体影響を防ぐための法的規制（化審法など）を説明できる。 

5.   室内環境と健康との関係について説明できる。 

6.   室内環境の保全のために配慮すべき事項について説明できる。 

7.   労働衛生の 3 管理について説明できる。 

8.   廃棄物処理の問題点を列挙し，その対策を説明できる。 
 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 産業保健序論 産業保健の歴史と役割，将来展望 
 2. 労働衛生関連法規と労働災害統計 労働基準法，労働安全衛生法，じん肺法など 
 3. 有害化学物質による職業性疾病（1） 金属，無機化学物質による職業性疾病 
 4. 有害化学物質による職業性疾病（2） 有機溶剤，有機化学物質による職業性疾病 
 5. 有害化学物質による職業性疾病（3） 職業がんと職業性アレルギー 
 6. 物理的要因による職業性疾病 温熱環境，異常気圧，騒音，振動による職業性疾病 
 7. 職場における作業環境管理 有害物質に係る作業環境管理，事務室等の作業環境管理 
 8. 職場における作業管理と健康管理 労働衛生保護具，VDT 作業； 職域における健康診断 
 9. 有害化学物質の管理と廃棄 化審法，PRTR 法，マニフェスト制度 
10. 定 期 試 験 講義内容に関する習熟度試験の実施 

    
方方方方 略略略略 講義 

成 績 評 価 方成 績 評 価 方成 績 評 価 方成 績 評 価 方 法法法法 定期試験，小テスト，出席状況などによる総合評価 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 新／衛生管理 (上) 第１種用，中央労働災害防止協会編（中央労働災害防止協会） 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 改訂５版 産業保健マニュアル，和田 攻 編（南山堂） 

「法令 学習支援用データベース（医療，福祉，資源・エネルギー，環境 編）」法令 

学習支援データベース研究会 編（横浜薬科大学公衆衛生学教室） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 労災事故などの報道に接したら，なぜ未然に防げなかったのかと考えてください。    

オフィスアオフィスアオフィスアオフィスア ワワワワ ーーーー    いつでも研究室へ来て下さい。ただし，野外調査や学会等で不在の時もあります。 

産業保健論産業保健論産業保健論産業保健論 ５年次半期 集中 健康必修 １単位 

                                    公衆衛生学研究室 准教授 加藤輝隆 



 

    

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）            
 生体は内部環境を一定に保とうとする恒常性維持機構（ホメオスタシス）を有している。この生体の恒常性

に影響を与える要因は、病気、精神状態、栄養、運動などの様々な生体内環境である。これら要因の変化

は恒常性を撹乱するが、生体は自動的に再調節を行う（生理的適応）。本教科では、このような生体の調

節機構を明らかにし、生体内の条件を知る学問である。恒常性の破綻が疾病、さらには生命の危険をもた

らすため、ここでは、恒常性に影響する要因である寒冷、暑熱、気圧、重力などの外部環境やバイオリズム

などの変化に伴う生理的変化について講義する。 

    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   ヒトの恒常性維持機構・適応機構について理解する。 

2.   様々な環境刺激に対する生体反応について説明できる。 

3.   生体反応の面から現代生活環境の問題点について考えることができる。 

    

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. オリエンテーション及び恒常性維持機構 ヒトの恒常性維持機構の特徴 

 2. ヒトの適応機構と脳の発達と環境 恒常的環境刺激に対する生体反応 

 3. 寒冷環境下における体温調節 体温調節機構と寒冷下の身体反応 

 4. 暑熱環境下における体温調節 暑熱環境下の身体反応と暑熱障害予防 

 5. 高所環境と生体反応 低酸素環境における生体反応 

 6. 宇宙環境と生体反応 無重力環境における生体反応 

 7. 時差・生体リズムの不適応 短時間移動に伴う生体反応 

 8. その他の環境刺激と生体反応 その他の人工的環境問題と身体への影響 

 9. 現代生活環境の問題 現代生活が生みだす身体問題 

10. 定期試験 講義内容に関する習熟度試験の実施 

    
方方方方 略略略略   講義 

成 績 評 価 方成 績 評 価 方成 績 評 価 方成 績 評 価 方 法法法法   出席状況、授業時の小レポート及び定期試験により評価 

教 科教 科教 科教 科 書書書書   なし（授業時に資料など配布予定） 

参 考参 考参 考参 考 書書書書    １） 環境・スポーツ栄養学、金子佳代子ほか編、健帛社 

                 ２） 快適ライフを科学する、薩本弥生編、丸善株式会社 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ   身近な環境に対する身体反応について考えるようにしてほしいと思います。    

オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワ ーーーー        質問などは授業中または終了時に受け付けます。 

環境生理学環境生理学環境生理学環境生理学    ５年次半期 集中 健康必修 １単位 

非常勤講師  田中 英登  



    

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    

  新しく合成された化学物質や天然物から抽出された新規物質から優れた医薬品を開発することは、薬

学が担う大きな使命である。新しい医薬品の開発過程に関する知識を得ることは、薬剤師の医療現場での

医薬品の適正使用やリスクマネージメントに役立つだけではなく、製薬企業の研究者や治験コーディネー

ターなどの職種にも必須なことである。 

  本教科では、医薬品の開発過程で行われる非臨床試験、臨床試験、さらに市販後調査、医薬品の再

審査・再評価などについて詳細に解説する。これにより、医薬品開発における薬剤師と医師や医療スタッフ

間の連携の必要性も認識させる。 

    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    
1.   医薬品開発を計画する際に考慮すべき因子を列挙できる。 

2.   医療用医薬品で日本市場及び世界市場での売上高上位の医薬品を列挙できる。 

3.   非臨床試験の目的と実施概要を説明できる。 

    

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 医療と倫理 （薬害からの教訓、医薬品の倫理性、新薬開発における

倫理） 
C17(1)  3-1, 4-1, 8-1 

 2. 日本の医療 （医療制度、医療制度改革） C18(2)  3-1, -2 

 3. 医薬品産業（１） （日本の医薬品産業、世界の医薬品産業） C17(1)  2-1, -2, -4 

 4. 医薬品産業（２） （医薬品産業の課題、知的財産権、日本の特許制

度） 
C17(1)  1-1, -2 

 5. 日本の薬事行政 （薬事関連法、研究開発促進のための政策） C18(1)  1-1 

 6. 医薬品を支えるサイエンス （先端技術、環境の変化） C17(2)  3-1, -2 

 7. 非臨床試験 （目的、概要、実施基準、毒性試験ガイドライン） C17(1)  3-1 

 8. 臨床試験 （指針、概要、実施基準） C17(1)  4-1 

 9. 医薬品の承認 （製造販売承認、薬品基準の収載） C17(1)  4-3, -4 

10. 定期試験 講義内容に関する習熟度試験の実施 

    
方方方方 略略略略 講義 

成 績 評 価 方成 績 評 価 方成 績 評 価 方成 績 評 価 方 法法法法 定期試験、出席状況 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 新薬創生への招待、安生紗枝子 共立出版 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 創薬論  村川武雄  京都大学学術出版会 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 医薬品開発に必要な医薬品を支えるサイエンス、医薬品開発プロセスについて学ぶ。    

オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワ ーーーー            質問は講義中、終了後に受け付けます。必要であればメールアドレスを提示します。 

医薬品開発医薬品開発医薬品開発医薬品開発論論論論    ５年次半期 集中 必修 １単位 

                                             臨床薬理学研究室 教授 相原弘和 



 

    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

薬剤師は、医療チームの一員として医療から行政まで社会の広い職域で活動している。そのため、社会

における諸問題を社会福祉的視点からとらえることは、薬剤師の社会活動においても重要なことである。近

年、介護福祉分野において地域の薬局・薬剤師の行う在宅訪問薬剤管理指導業務ならびに在宅ケアプラ

ン業務がクローズアップされている。 

本教科では、社会福祉制度の歴史と変遷および現状について解説することにより、将来、薬剤師を目指

す薬学生に社会福祉の重要性と基本的な考え方を修得させる。 

    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   医療・福祉制度および社会保障制度の基本的な知識を得る 

2.   保健・医療・福祉に関する諸問題に対して考察を深める 

3.   独自に論じる力と他人との連携の力を養うこと 

    

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. オリエンテーション・概要 オリエンテーション・概念と歴史 

 2. 社会保障・社会福祉概要 社会保障・社会福祉の動向と展望 

 3. 年金制度とその他の社会保険 年金制度とその他の社会保険の概要 

 4. 医療保険制度Ⅰ：医療保険制度の概要 医療保険制度のあゆみ、現状 

 5. 医療保障制度Ⅱ：長寿医療制度 長寿医療制度の概要、老人医療費の動向 

 6. 高齢者の福祉と介護保険概要 高齢者の介護問題、福祉施策と介護保険制度の概要 

 7. 介護保険制度 介護制度と介護費 

 8. 児童福祉・母子福祉、障害者福祉、公的扶助 児童福祉・母子福祉、障害者福祉、公的扶助の概要 

 9. 諸外国の医療福祉制度 諸外国の医療福祉制度の概要と動向 

10. 定期試験 講義内容に関する習熟度試験の実施 

    
方方方方 略略略略 講義 

成 績 評 価 方成 績 評 価 方成 績 評 価 方成 績 評 価 方 法法法法 出席、ワークショップ、レポート、定期試験などにより総合的に評価する。 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 配布資料  

参 考参 考参 考参 考 書書書書 財団法人・厚生統計協会：国民衛生の動向、(株)廣済堂印刷 

             財団法人・厚生統計協会：国民の福祉の動向、(株)廣済堂印刷 

受受受受 講 生講 生講 生講 生 へへへへ 講義のみではなく、ディスカッションやプレゼンテーションを取組んだワークショップを

実施するので、授業内容に沿って参考文献（参考書、文献）を調べ、レポートにまと

めプレゼンに備える。 

オ フ ィ スア ワオ フ ィ スア ワオ フ ィ スア ワオ フ ィ スア ワ ーーーー  予め連絡してください。 

医療福祉制度医療福祉制度医療福祉制度医療福祉制度    ５年次半期 集中 必修 １単位 

非常勤講師 兪 今 



 

    

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        
医薬品の適正使用のためには、医師による適正な処方せん発行と薬剤師による正確な調剤と監査、患

者への的確な服薬指導に加え、患者の病態と服薬状況の正しい把握が必須である。そのためには、処方

せんの授受から患者への服薬指導に至るすべての医療系科目を総合的に修得させることが重要である。 

本教科では、心臓・血管系、血液・造血器系、腎臓・泌尿器系、呼吸器系、内分泌系などの薬物療法に

関して、その処方実例に基づいて、患者の疾患概論、処方薬の監査、薬効および副作用、処方の実際お

よび服薬指導上のポイントなどについて教授する。 

    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

１． 消化器・呼吸器疾患の処方が理解出来、代表的な薬物の作用機序、主な副作用について説明出   

来る。 

２． 感染症の処方が理解出来、代表的な薬物の作用機序、主な副作用について説明出来る。 

３． 悪性腫瘍の処方が理解出来、代表的な薬物の作用機序、主な副作用について説明出来る。 

    

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
1. 精神・神経、骨・関節疾患    精神・神経、骨・関節疾患の病態と生理学的特長 
2. 免疫疾患             免疫疾患の病態と生理学的特長  
3. 心臓・血管系疾患        心臓・血管系疾患の病態と生理学的特長   
4. 腎・泌尿生殖器疾患       腎・泌尿生殖器疾患の病態と生理学的特長 
5. 呼吸器疾患            呼吸器疾患の病態と生理学的特長 
6. 消化器疾患            消化器疾患の病態と生理学的特長 
7. 内分泌・代謝疾患         内分泌・代謝疾患の病態と生理学的特長 
8. 感染症                感染症の病態と生理学的特長 
9. 悪性腫瘍              悪性腫瘍の病態と生理学的特長 
10. 定期試験 講義内容に関する習熟度試験の実施 

    
方方方方 略略略略 講義    

成 績 評成 績 評成 績 評成 績 評 価 方価 方価 方価 方 法法法法 定期試験，レポートなどにより総合的に評価する。 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 配布資料 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 プログラム学習による処方解析学、 井関 健・岩川精吾（ほか編）、廣川書店 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 各疾患について、医師はどういう意図で処方しているか、という観点から使用されてい

る薬物と病態及び生理学的機能の関係について理解してほしい。    

オ フ ィ スア ワオ フ ィ スア ワオ フ ィ スア ワオ フ ィ スア ワ ーーーー  いつでも結構です。研究室へお越しください。ただし不在の時もありますので，予め

連絡してください。 

    

処方解析Ⅰ処方解析Ⅰ処方解析Ⅰ処方解析Ⅰ    ５年次半期 集中 必修 １単位 

                                   実務実習教育センター 教授  重山 昌人 



    

    

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

薬剤師には、チーム医療の現場における唯一の“薬の専門家"として、医薬品の適正使用を提言できる

能力が求められている。したがって、その教育は、臨床の場である病院や薬局における実地訓練なくしては

完遂することはできない。 実務実習Ⅰでは、病院における薬剤師の業務に携わることによって、実際の臨

床現場での医薬品の使用や管理に関する知識や技術を修得するとともに、患者や他のスタッフへの説明、

報告、連絡などのコミュニケーション、さらにそれに付随する医療人としての態度の教育を行う。臨床にかか

わる実践的な能力を培うためのものである。 

    

    

    

実務実習計画および実務実習計画および実務実習計画および実務実習計画および到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

「モデル・コアカリキュラム GIO と授業内容の対比」の項目「病院実習」を参照 

    
    
    
方方方方 略略略略 講義、実習による 

成 績 評 価 方成 績 評 価 方成 績 評 価 方成 績 評 価 方 法法法法 ［形成的評価］知識の評価は口頭での確認、技能･態度の評価は観察での確認で行

う。［総括的評価］これまでの形成的評価の集積と 適切な時期にペーパーテストなど

で行う。 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 プリントや処方箋等を使用して講義･実習を行う。 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 病院・薬局実務実習 日本薬学会編（化学同人） 

             財団法人・厚生統計協会：国民の福祉の動向、(株)廣済堂印刷 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 大学では学ぶことができない臨床の現場に参加して、薬の専門家としての薬剤師職

能の重要性を認識し、自己の知識の未熟さを自覚し、今後の勉学の必要性を自覚し

てほしい。 

実務実習Ⅰ実務実習Ⅰ実務実習Ⅰ実務実習Ⅰ    ５年次半期 必須 １０単位 

                                     実務実習センター長 教授 森 昌斗 



    

    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

薬剤師には、チーム医療の現場における唯一の“薬の専門家”として、医薬品の適正使用を提言できる

能力が求められる。したがって、その教育は、臨床の場である病院や薬局における実地訓練なくしては完

遂することはできない。 実務実習Ⅱでは、保健調剤薬局における薬剤師業務の経験を通じて、地域にお

ける薬局の機能と役割、さらに薬剤師の責務を修得する。また、一般用医薬品（OTC）に関する相談や商

品の説明方法、薬局で作られる製剤の製造とその関連業務を学ぶ。さらに、在宅医療とその関連業務に

ついての理解を深め、臨床にかかわる実践的能力を培う。 

    

    

    

実務実習計画および実務実習計画および実務実習計画および実務実習計画および到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    
「モデル・コアカリキュラム GIO と授業内容の対比」の項目「病院実習」を参照 

    
    
    
方方方方 略略略略 講義、実習による 

成 績 評 価 方成 績 評 価 方成 績 評 価 方成 績 評 価 方 法法法法 ［形成的評価］知識の評価は口頭での確認、技能･態度の評価は観察での確認で行

う。［総括的評価］これまでの形成的評価の集積と 適切な時期にペーパーテストなど

で行う。 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 プリントや処方箋等を使用して講義･実習を行う。 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 病院・薬局実務実習 日本薬学会編（化学同人） 

             財団法人・厚生統計協会：国民の福祉の動向、(株)廣済堂印刷 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 大学では学ぶことができない臨床の現場に参加して、薬の専門家としての薬剤師職

能の重要性を認識し、自己の知識の未熟さを自覚し、今後の勉学の必要性を自覚

してほしい。 

 

 

実務実習Ⅱ実務実習Ⅱ実務実習Ⅱ実務実習Ⅱ    ５年次半期 必須 １０単位 

                                実務実習センター長  教授  森 昌斗  



 

実務実習ポスト教育実務実習ポスト教育実務実習ポスト教育実務実習ポスト教育    ５年次半期 後期必修 １単位 

薬剤学研究室  教授 鷲見正宏 

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        
実務実習終了後、実務実習ポスト教育を行う。実務実習で体験し、学習した内容の再確認が目的であ

る。学生を小グループに分け、実習で体験した項目をテーマとして与え SGD 形式で討議させる。テーマと

しては、処方解析、院内製剤、服薬指導、薬歴管理さらにはコミュニケーション・スキルなどを取り上げ、そ

の問題点、改善点、反省点などをグループごとにまとめさせる。また、“人の痛みがわかる”とはいかなること

かを考えさせる。全員による総合討論の場を設け、その討論内容を個人の意見を加えてレポートで提出さ

せる。 

    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs）））） 
 1. 病院実習で学んだことを概説できる。 

 2. 薬局実習で学んだことを概説できる。 

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. スモールグループディスカッション（SGD）  調剤（病院・薬局） 

 2.  〃    医薬品情報とその活用（病院・薬局） 

 3.  〃    病院における医薬品管理 

 4.  〃    病棟でのベッドサイド業務 

 5.  〃    院内製剤、TDM 

 6.  〃    薬局アイテムの管理 

 7.  〃    薬局カウンター業務 

 8.  〃    地域での活躍 

 9. グループ間討論 

10. 総合討論 

 

方方方方 略略略略 演習 

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 出欠状況、討論への貢献度（参加態度）、発表内容、レポートにより評価する 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 なし 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 実習先で使用した書籍、資料、ノート、メモ等 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ    実務実習の総仕上げです。経験を仲間と共有し体系化することで、実習先での学

習事項をより確かな知識として身につけてほしい。 

オフィスアワーオフィスアワーオフィスアワーオフィスアワー    いつでも結構です。研究室へお越しください。ただし不在の時もありますので予約

してください。 

 

 

        



    

    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要・授業概要・授業概要・授業概要））））     

地域社会において、薬剤師が地域医療や人々の健康維持・増進に貢献することが強く期待されている。 

本教科では、地域薬局の役割、在宅医療・介護医療における薬局と薬剤師の役割、学校薬剤師の業務と

内容、医薬分業の意義、その仕組みや現状などの地域医療と薬剤師との関わりについて講述する。また、

セルフメディケーションについて概説し、地域住民のセルフメディケーションのために薬剤師が果たすべき

役割、さらには地域環境問題などについて薬剤師が果たすべき役割も討論する。 

    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    
1.   地域薬局の役割を列挙できる 

2.   在宅医療および居宅介護における薬局と薬剤師の役割を説明できる 

3.   学校薬剤師の役割を説明できる 

4.   地域住民のセルフメディケーションにおける薬剤師の役割が説明できる 

        

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 薬剤師の役割とは ファーマシューティカルケアにつて講義 

 2. 地域薬局の役割とは 地域薬局の役割について講義、グループ討議、発表 

 3. セルフメディケーションにつて セルフメディケーションについて講義 

 4. セルフメディケーションにおける薬局

の役割 

セルフメディケーションにおける薬局の役割について講義、グル

ープ討議、発表 

 5. 在宅について 在宅医療・介護医療の現状、薬局の役割について講義 

 6. 在宅について 在宅医療・介護医療で使用される薬剤の講義、体験学習 

 7. 休日夜間診療について 休日夜間診診療、その役割ついて講義 

 8. 学校薬剤師について 学校薬剤師、その役割について講義 

 9. まとめ 地域薬局の現状を概説し、将来像を展望する 

地域医療の将来像の展望に関し発表する 

10. 定期試験 講義の習熟度確認 

    
方方方方 略略略略 講義、SGD、体験学習    

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 毎回講義の終わり（2 コマめ）に小テストを行う 1 回 10 点満点×5 回。 

                                                    毎回講義、出席時の態度を評価 2 コマを 1 回とし 1 回 10 点満点×5 回 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 配布資料 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 薬局のしくみ 井手口直子・木村憲洋 編著 日本実業出版社 

             薬ゼミブックレット NO２『在宅医療と保険薬剤師の役割』 ㈱薬ゼミ情報センター    

受 講受 講受 講受 講 生生生生    地域薬局の実践がわかる授業です。地域における薬局の役割や薬局に対する地域住

民の期待を理解しましょう。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー  毎回授業直後または、メールで受け付けます。 

   こぐま薬局（宮木）kogumachan084@nifty.com 

                                                    湯川先生宛の質問もこぐま薬局（宮木）宛 でお願い致します 

地域薬局論地域薬局論地域薬局論地域薬局論    ５年次 半期 集中 選択 １単位  

                                                       非常勤講師 宮木 智子 
                                                       非常勤講師 湯川  仁 



 

    

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    

21 世紀の高齢社会において、漢方治療は現代医学と相互補完の形で応用され、医薬分業により調剤

薬局の漢方製剤の処方せんは増加している。 

 本教科では、漢方治療の基本理論、代表的な漢方製剤の効能・効果の概略を説明し、漢方製剤が使用

されている代表的疾患とその応用例などを概説する。さらに、漢方製剤を用いる場合に留意しなければな

らない副作用や相互作用および服薬指導に必要な基礎知識についても教授する。 

    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   現代医療で使用される生薬・漢方薬について理解するために、漢方医学の考え方、代表的な漢方

処方の適用 

2.   漢方医学の特徴について概説できる。 

3.   代表的な漢方処方の適応症と配合生薬を説明できる。 

    

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. 風邪を例に六病位の解説 陽病に使う代表的漢方薬の解説、症例、服薬指導 

 2. 風邪を例に六病位の解説 陰病に使う代表的漢方薬の解説、症例、服薬指導 

 3. 気血水の解説 気の病と症状、気虚、気鬱、氣逆に使う漢方薬 

 4. 気血水の解説 血の病と症状、血虚、瘀血に使う漢方薬 

 5. 気血水の解説 水の病と症状、水滞に使う漢方薬、気血水のまとめ 

 6. 更年期障害と漢方薬 更年期障害を気血水分類し、使われる漢方薬を解説する 

 7. 不眠症と漢方薬 不眠の現代分類と漢方的治療法を対比しながら理解させる 

 8. 花粉症と漢方薬 花粉症を漢方的に理解させ使われる漢方薬を解説する 

 9. 代表的な副作用と注意事項 問題の成る処方箋例 

10. 定期試験 講義内容に関する習熟度試験の実施 

    
方方方方 略略略略  講義 

成 績 評 価 方成 績 評 価 方成 績 評 価 方成 績 評 価 方 法法法法  レポート、試験、出席 

教 科教 科教 科教 科 書書書書  漢方処方と方意、石毛敦・西村甲著、南山堂 

参 考参 考参 考参 考 書書書書    漢方処方の構成と適用、森雄材著、医歯薬出版 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ  漢方薬学科のある大学は少ない。卒業後の世間の期待は大きい。漢方薬を理解し

た特徴ある薬剤師を目指してもらいたい。    

オフィスアワーオフィスアワーオフィスアワーオフィスアワー         質問や相談があればいつでも研究室においで下さい。 

漢方医薬概論漢方医薬概論漢方医薬概論漢方医薬概論 ５年次半期 集中 選択 １単位 

                                           漢方薬物学研究室  教授  石毛 敦 



 

    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

東洋では、食文化の一つとして「薬食同源」の思想があり、中国・韓国などでは古くから滋養強壮の目的、

病気の治癒効果向上のために漢薬を料理と組み合わせる技術として｢薬膳｣が発達してきた。 

薬膳論は、「食療・食養」を基礎にしてその科学的な証明を行い、現代の人々の生活に役立てるための

学問である。食療とは、病気の治療を目的とするものであり、食養とは病気に罹らないようにすることである

が、薬膳はこの二面性を持っている。 

本教科では、食養の意味を含めた免疫力を高める薬膳の理論を中心に学ぶ。 

    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    
1.   薬膳の定義について概説できる。 

2.   経絡・経穴と薬膳に用いられる生薬との関係について説明できる。 

    

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 総論  

 2. 薬膳と陰陽五行説の関わり 薬膳と陰陽五行説の関係について講義する 

 3. 薬膳と経絡・経穴の関わり 薬膳と経絡・経穴の関係について講義する 

 4. 薬膳に用いられる生薬（I） 薬膳に用いられる生薬について解説する 

 5. 薬膳に用いられる生薬（II） 薬膳に用いられる生薬について解説する 

 6. 七味唐辛子・屠蘇散（I） 七味唐辛子や屠蘇散への生薬の配合応用 

 7. 七味唐辛子・屠蘇散（II） 七味唐辛子や屠蘇散への生薬の配合応用 

 8. 薬膳料理（I） 薬膳料理を作る（I） 

 9. 薬膳料理（II） 薬膳料理を作る（II） 

10. 定期試験 講義内容に関する習熟度試験の実施 

    
方方方方 略略略略    講義、実技 

成 績 評 価 方成 績 評 価 方成 績 評 価 方成 績 評 価 方 法法法法    定期試験，小テスト，レポート，出席などによる総合評価 

教 科教 科教 科教 科 書書書書    使用しません。資料を配布します。 

参 考参 考参 考参 考 書書書書    適宜紹介します。 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ   薬食同源・医食同源といわれるように、食は健康維持・疾病予防の面からも大変重

要です。薬物治療にも勝る薬膳の理論や歴史、配合応用などを学ぶことにより、患

者に対して生活習慣のより良い指導が可能になります。    

オ フ ィ スア ワオ フ ィ スア ワオ フ ィ スア ワオ フ ィ スア ワ ーーーー   質問や相談があれば、いつでも結構ですので研究室へお越し下さい。 

                                                                                    （在室時に随時対応）     

薬膳論薬膳論薬膳論薬膳論    ５年次半期 集中 漢方選択 １単位 

                                                生薬学研究室 准教授 小松 一 



 
    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    

多くの薬物は体内で代謝されてその活性を消失するが、稀に代謝によって活性化されて作用が増強す

るものもある。生体内での薬物の代謝には多くの酵素が関与し、個々の薬物間での相互作用もみられるな

ど、きわめて複雑であり、さらに薬物代謝の変動が薬の効果や副作用発現と密接に関連していることも知ら

れている。 

 本教科では、薬剤師として必要となる主要な薬物について、その解毒的代謝と代謝的活性化のメカニズ

ムを酵素反応学の観点から明らかにする。さらに生体異物としての食品添加物、農薬あるいは環境汚染物

質等が体内に摂取された場合の代謝による解毒と排泄の機構も講述する。 

    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    
1.   薬物分子の体内での化学的変化とそれが起こる部位を列挙して説明できる。 

2.   薬物代謝が薬効に及ぼす影響について説明できる。 

3.   薬物代謝様式とそれにかかわる代表的な酵素を列挙できる。 

4.   プロドラッグについて薬物代謝と関連づけて説明できる。 

5.   シトクロム P450 の構造、性質、反応様式について説明できる。 

6.   薬物の酸化反応について具体的な例をあげて説明できる。 

7.   薬物の還元・加水分解、抱合について具体的な例をあげて説明できる。 

8.   薬物代謝酵素の変動要因（誘導、阻害、加齢、SNP など）について説明できる。 

9.   第一相反応が関わる代謝、代謝的活性化について概説できる。 

10.   第二相反応が関わる代謝、代謝的活性化について概説できる。 

    

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 薬物代謝の基礎 薬物代謝とは、血中薬物濃度と薬効・毒性 

 2. 薬物代謝酵素 第一相反応と第二相反応、薬物代謝反応 

 3. 薬物代謝酵素 肝細胞と薬物代謝酵素の細胞内局在性 

 4. 薬物代謝酵素 シトクロム P450 

 5. 薬物代謝酵素 第二相反応を触媒する酵素群、その他 

 6. 薬物代謝酵素 薬物代謝酵素の遺伝的多型と個別化医療 

 7. 医薬品の化学構造と薬物代謝 薬物代謝予測、キラル化合物、プロドラッグ 

 8. 薬物代謝に影響を及ぼす因子 動物種差、人種差、性差、年齢、 

 9. 薬物動態に影響を及ぼす因子 酵素誘導と阻害 

10. 定期試験 講義内容に関する習熟度試験の実施 

   

    
方方方方 略略略略  板書およびパワーポイントを使った講義を行います。 

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法  小テスト，レポート，出席等による総合評価 

教 科教 科教 科教 科 書書書書  「医療薬物代謝学」 鎌滝哲也、高橋和彦、山崎浩史編 みみずく舎/医学評論者 

参 考参 考参 考参 考 書書書書  「臨床薬物動態学 改訂第 3 版」 加藤隆一編   南江堂 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ  薬物代謝学は日本の研究者が世界をリードしてきた学問分野です。さまざまな局面

で活躍している日本人科学者を紹介しながらこの学問の面白さを伝えたいと思います。    
オフィスアワーオフィスアワーオフィスアワーオフィスアワー        質問などがあれば、いつでも結構ですので研究室にお越しください。ただし学会など

で不在のときもあります。    
    

 

薬物薬物薬物薬物代謝学代謝学代謝学代謝学 ５年次半期 集中 臨床選択 １単位 

                                    薬物動態学研究室 教授 池田 敏彦 



 

    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

世界一の長寿国であるわが国にとって、高齢者の健康の増進は最重要課題の一つである。 

高齢者の医療においては、栄養状態、免疫力、ホルモンさらに総合的な体力の低下に加え薬物の吸収、

代謝変化など、壮年期の患者ではあまり問題とならない加齢に由来する種々のファクターが存在し、またし

ばしば複数の疾患を併せ持つなど、薬物療法に特別な注意と工夫が必要となる。 

 本教科では、高齢者の特徴と罹りやすい疾病とくに認知症を取り上げ、その予防と治療の実際を、若年

あるいは壮年期の患者の場合と比較して解説し、長寿者にやさしい医療の考え方を教授する。 

    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   高齢者の医療（長寿医療）の特性を理解する。 

2.   高齢者の薬物療法の特性を理解する。 

3.   高齢者に多い疾患とくに認知症について理解を深める。 

    

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 長寿医療概説（１） 老化の機序、高齢者特有の症候、高齢者医療の特徴 

 2. 長寿医療概説（２） 老年医学的総合機能評価 

 3. 長寿医療概説（３） 高齢者の薬物療法 

 4. 長寿医療概説（４） 高齢者の介護、リハビリ、終末期医療 

 5. 高齢者に多い疾患（１）  呼吸器、心・血管、代謝、腎、消化器 

 6. 高齢者に多い疾患（２） 血液、内分泌、代謝、感染、免疫 

 7. 高齢者に多い疾患（３） 骨・運動器、感覚器、神経 

 8. 高齢者の認知症 アルツハイマー病、認知症と漢方薬 

 9. 認知症の予防・治療薬開発の展望 アルツハイマー・ワクチン等 

10. 定期試験 講義内容に関する習熟度試験の実施 

    
方方方方 略略略略  講義 

成 績 評 価 方成 績 評 価 方成 績 評 価 方成 績 評 価 方 法法法法  定期試験、出席状況により評価 

教 科教 科教 科教 科 書書書書  なし 

参 考参 考参 考参 考 書書書書  老年医学テキスト（日本老年医学会編第３版）、認知症テキストブック（日本認知症学   

会編）、アルツハイマー病に克つ（田平武著） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ  両親、祖父母のことを思いながら聴くこと    

オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワ ーーーー        講義中、講義終了後に質問を受け付けます。必要あればメールアドレスを教えます。 
 

長寿医療長寿医療長寿医療長寿医療    ５年次半期 集中 健康選択 １単位 

                                                         非常勤講師 田平 武 



 

 

平成２２年度に開講する卒業論文専攻分野の一覧 

学 科 名 系 列  研 究 分 野  卒論専攻分野（研究室名） 

 

 

 

 

健康薬学 

 
 

 
 

基 礎 
（生物系） 

 

 
 

生命科学分野 

生 化 学 分子生物学 

環 境 科 学  生体防御学 

放射線科学 ― 

 
 
 

応 用 

 
 
 

予防薬学分野 

薬物解析学 感染予防学 

食 化 学 公衆衛生学 

 
 
 
 
 

漢方薬学 

 
 

基 礎 
（化学系） 

 
 
 

医薬化学分野 

薬品反応学 薬品分析学 

天然物化学 医薬品化学 

 
 
 

応 用 

 
 
 

漢方薬学分野 

生 薬 学 薬用資源学 

漢方薬物学 漢方治療学 

 
 
 
 
 

臨床薬学 

 
 

基 礎 
（薬学系） 

 
 
 

基礎薬学分野 

機能形態学 病態生理学 

薬 理 学 薬 剤 学 

 
 
 

応 用 

 
 
 

臨床薬学分野 

薬物動態学 薬物治療学 

臨床薬理学 臨床薬剤学 

 

 

 

卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究    ５、６年次合計 ６単位 

      担当 別 記 



 

生 化 学 研 究 室 主任 中条 茂男 教授  定員 ７ 人 

 

 

研 究 

テーマ 

『神経幹細胞 (NSC) の分化に関する研究』：NSC 分化の情報伝達経路を詳細に解析し、分化誘導

の標的分子を明らかにする。  

『成人 T 細胞白血病 /リンパ腫 (ATLL) に関する研究』：ヒト白血病細胞を用い、細胞増殖抑制や

細胞死誘導に関わる因子を探索し、ATLL 治療薬へのシーズを見出す。 

『生薬の遺伝子に関する研究』：日本に流通している幾つかの生薬の遺伝子情報を基に、その生薬の

基原解明と鑑定法の確立を行う。 

 

分 子 生 物 学 研 究 室 主任 小俣 義明 教授  定員 ８ 人 

 

 

研 究 

テーマ 

『タンパク質の構造と機能に関する研究』：タンパク質の機能は、構造と密接に関

係している。遺伝子工学を用いて作成したタンパク質の抽出、精製、活性の測定を行

い、機能を解明する。 

『核酸の構造と機能に関する研究』：細胞の生理機能は、遺伝子の適切な発現によ

って調節されている。細胞から核酸を抽出し、遺伝情報をタンパク質へ変換する過程

を検討する。 

 

環 境 科 学 研 究 室 主任 高橋 和彦 教授  定員 ７ 人 

 

 

研 究 

テーマ 

『環境中に存在する変異原性を有する新規化学物質に関する研究』：自動車や工

場から排出される排ガス・排煙に含まれる浮遊物は表層土壌に堆積するため、表層

土壌の変異原活性の測定は大気汚染のモニタリングに有用であると考えられる。本

研究では環境中に存在する新規の変異原性物質を単離・同定し、それらの生物活

性を検討する予定である。 

『脳神経変性疾患治療薬を目指したリード化合物の創製に関する研究』：脂溶性

ビタミンには、脳神経の突起伸長を促進する作用があることが知られている。そこで、

それらの誘導体を合成して、神経細胞を用いたスクリーニングを行い、さらに強い突

起伸長作用を有する化合物を見つけ出す予定である。 

 

生 体 防 御 学 研 究 室 主任 中島 敏治 准教授  定員 ５ 人 

 

 

研 究 

テーマ 

『アレルギー反応の調節機構に関する研究』：アレルギー反応に関連する種々の免

疫担当細胞の遺伝子発現解析のデータ（マイクロアレー）から、各細胞に特異的に発

現している遺伝子を同定し、将来の創薬ターゲットとなる分子を解析する。  

『免疫器官・組織の発生機構に関する研究』：本研究では、哺乳類を含む脊椎動物

の免疫組織や器官がどのような分子機構で発生し、免疫システムとして機能するのか

を、遺伝子発現解析・組織学的解析等を通して解明することを目的とする。  

 



 

放 射 線 科 学 研 究 室 主任 加藤 真介 准教授  定員 ６ 人 

 

 

研 究 

テーマ 

『低線量放射線の生体影響に関する研究』：X 線診断などの医療行為で用いられて

いる低レベル放射線の生体への影響は不明である。 

実験組は、この情報収集を目的とする研究をマウスや培養細胞を用いて行う。学会

での研究成果発表の機会を設ける予定である。 

文献組は、適当な疾患を一つ取り上げ、その診断法、病態、薬物治療法、さらにその

薬物の副作用や他剤との相互作用など適用上の留意点について調査する。 

両組とも完成した卒論の口頭発表を研究室内で行ってもらう予定である。 

 

薬 物 解 析 学 研 究 室 主任 深井 俊夫 教授  定員 ６ 人 

 

 

研 究 

テーマ 

『天然由来の抗酸化剤に関する研究』：薬用植物に含有される抗酸化剤の検索を

行い、新規医薬品・化粧品の開発を目指す。 

『薬学に必要な数学（副読本）の作成』：物理化学、物理薬剤学、薬物動態学等

を履修する上で必要となる数学のトピックを解説した副読本を作成する。  

『難溶性薬物の溶解促進と易溶性薬物の吸収促進』：経口投与剤の物理的、化学

的修飾を行い難溶性薬物の溶解促進と易溶性薬物の吸収促進を目指す。 

 

感 染 予 防 学 研 究 室 主任 鈴木 啓太郎 教授  定員 ５ 人 

 

 

研 究 

テーマ 

『細胞の癌化と老化を阻止する医薬品の研究』 酵素トポイソメラーゼとテロメラーゼは細胞分裂の激し

い細胞内に多く発現するため、これら酵素の阻害薬は抗癌薬として利用できます。そこで、両酵素の活

性を制御することで癌の治療と予防効果を合わせ持つ新しいタイプの抗癌薬（共同研究で合成した新

規構造化合物）に関連する実験研究を行います（研究内容の詳細は日本薬学会第 130 年会にて発

表）。また、細胞の癌化や老化、抗癌薬、抗菌薬、感染症などについての文献の調査研究を行います。 

 

食 化 学 研 究 室 主任 伊藤 順子 教授  定員 ５ 人 

 

 

研 究 

テーマ 

『ノビレチンの生理機能に関する研究』：ミカンの果皮に含まれるノビレチンはアル

ツハイマー病の予防や治療に有効ではないかと期待されている。ノビレチンの抽出、

効果に関する研究を行う。 

『ジェネッリク医薬品及びサプリメントの適正使用に関する研究』：ジェネッリク

医薬品及びサプリメントの有効性、安全性、品質性を確保するため、情報検索並び

に局方試験を行い、適正使用に関するエビデンスを構築する。 

 



 

公 衆 衛 生 学 研 究 室 主任 加藤 輝隆 准教授  定員 ９ 人 

 

 

研 究 

テーマ 

『健康水準の地域差に関する地理・歴史学的研究』：過去の衛生統計資料にもとづいて，

さまざまな健康の指標に関する地域差の原因について，時間・空間的な背景を検討する。 

『薬学関連の各種法令にアクセスするためのデータベースの開発』：Excel のマクロプロ

グラムを用いて，薬学関連の法令に容易にアクセスするためのデータベースを作成する。 

『樹木年輪を用いた過去の気候変動の解析』：本州の亜高山帯に分布する樹木の年輪幅

や密度を解析することにより，過去 300 年程度の気候変動を復元する。 

『CYP2E1 特異的蛍光プローブの構築』：ヒト CYP 分子種活性を簡便かつ高感度に測定

するスクリーニング系開発を目的として，蛍光プローブの最適化を行う。 
『CYP2C9 における多型認識プローブの構築』：ヒト CYP2C9 の遺伝子多型について，多

型認識プローブの合成や薬物動態パラメーターの解析により明らかにする。 

 

薬 品 反 応 学 研 究 室 主任 大場 正志 教授  定員 ９ 人 

 

 

研 究 

テーマ 

『生理活性天然物の構造と合成に関する研究』 ：オキサゾール類 の分 子 内

Diels–Alder 反応を利用する二環性ピリジン化合物や海綿由来の抗腫瘍活性物質

に関連するプリン化合物などの新規含窒素複素環化合物の合成を検討する。 

『新規反応を利用した天然物の合成研究』：タンデム型共役付加反応による二環性

化合物の構築とその天然物合成への応用を検討する。 

『位置特異的なタンパク質の修飾と機能性分子の合成に関する研究』：バイオ技

術と有機化学の融合による酵素の耐久性向上に関する研究を行う。 

 

薬 品 分 析 学 研 究 室 主任 宮代 博継 准教授  定員 ７ 人 

 

 

研 究 

テーマ 

『核酸（DNA,RNA）の構造生物学的研究』：遺伝暗号の伝達以外に、遺伝子発

現を制御する機能性核酸分子（DNA methylation, telomere, miRNA, siRNA, 

riboswitch など）の立体構造や物性を UV、CD、NMR などの分光学を利用して研

究する。たとえば、テロメア DNAは四重らせんを形成している可能性があり、これと特

異的に相互作用する薬物が見つかれば新規の抗がん剤ともなり得る。核酸の新奇な

立体構造や薬物との相互作用の新発見をめざす。 

 

天 然 物 化 学 研 究 室 主任 伊田 喜光 教授  定員 ７ 人 

 

 

研 究 

テーマ 

『薬用植物の成分研究』：生薬や薬用植物の有効性を科学的に解明するための基

礎研究として、これらの成分を分離し、構造を明らかにします。 

『低分子有機化合物の精密合成』：簡単な有機化合物を、立体化学を含めて精密に

合成する方法を検討します。 

『国家試験対策演習』：国試過去問の中から、天然物とその誘導体（医薬品）を中心

に、有機化学、機器分析学について学びます。 

 



 

医 薬 品 化 学 研 究 室 主任 武田 収功 教授  定員 ９ 人 

 

 

研 究 

テーマ 

１．『アシル化反応における光誘起電子移動による遷移状態探索に関する研究』：遷移状態およ

び反応速度論の研究 

２．『分子機械の研究』：分子モーターの回転制御に関する研究  

３．『固体触媒を用いたフロー反応に関する研究』：固体高分子触媒充填チューブリアクターによる

連続合成反応の開発  

４．『光学活性複核鉄錯体を利用した DNA バルジ構造の認識切断試薬の開発』：光学活性なジ

アミン鉄錯体の遺伝子切断人工制限酵素の開発  

５．『革新的抗ウイルス薬の開発』：エイズ、インフルエンザ、肝炎、SARS などに有効な抗ウイルス

薬の開発 

 

生 薬 学 研 究 室 主任 小松 一 准教授  定員 ７ 人 

 

 

研 究 

テーマ 

『抗癌生薬の新規細胞障害活性成分の探索に関する研究』：生薬由来の新規抗癌活性成分の単

離、構造決定を行う。 

『江戸時代における漢方・鍼灸に関する文献の現代日本語への翻訳及び症例検討』：江戸時代の

文献（漢文・片仮名混じり文）の現代語訳。 

『心血管系疾患治療を目指した天然物由来成分の研究』：血管弛緩作用および血小板凝集抑制作

用を持つ天然物由来成分の探索。薬理および成分研究。 

『漢方処方構成の意義の解明に関する研究』：実験計画法等の統計的手法の適用により、生薬相互

作用の検出を行う。 

 

薬 用 資 源 学 研 究 室 主任 寺林 進 教授  定員 ４ 人 

 

研 究 

テーマ 

『生薬の基原と性状に関する研究』：日本薬局方に収載されている生薬について、

その「基原」と「生薬の性状（外観、内部形態、におい、味）」の記載内容を理解し、

「生薬の性状」の記載の充実化をはかるための基礎データを作成する。生薬の原植

物の形態学的、分類学的研究も行う。 

 

漢 方 薬 物 学 研 究 室 主任 石毛 敦 教授  定員 10 人 

 

 

研 究 

テーマ 

『漢方薬の西洋薬から見た理解』：漢方薬は覚えたいが、理解は困難と尻込みして

はいないだろうか？ 漢方薬を一種の西洋薬の集まりとみて、どのような薬の集まりな

のかを考えてみたい。比較的容易に理解できることを体験してもらいたい。漢方薬の

理解と西洋薬の理解を同時に行いたい学生を募集する。 

『相学的方法による医薬品の微粉化に関する研究』：粒度均一な微粒子の製造が

薬剤学的に重要な意義を持つが、水和物を形成している医薬品を対象として、粉砕

など機械的方法によらず、脱水和に伴う物性変化を利用した微粉化の検討を行う。 

 



 

漢 方 治 療 学 研 究 室 主任 口野 嘉幸 教授  定員 ７ 人 

 

 

研 究 

テーマ 

『抗がん剤の開発に関する研究』：日本人の死亡原因の 1 位をしめる「悪性新生物・

がん」に対する治療薬の開発を目指す。まず抗がん剤開発の現状を把握するととも

に、抗がん剤がどのようにして薬効を発揮するのかを理解するための知識の集積を行

う。その後、薬剤の開発に要求される手技等を実際に体験してもらい、集積された知

識の理解度を高める。最後に、抗がん剤開発の問題点を探し出し、それらを克服で

きる薬剤の開発の可能性について個々人で発表してもらう。 

 

機 能 形 態 学 研 究 室 主任 藤井 儀夫 教授  定員 ８ 人 

 

 

研 究 

テーマ 

『生理活性をもつ新規化合物の探索』：構造決定された植物由来物質の生理活性

（血液凝固作用、抗菌作用等）を、ウサギ血小板、細菌等を用いてスクリーニングし、

生理活性を持つ新規化合物の探索を行う。 

『高所環境下での適応医学に関する研究』：高所環境下で発症する様々な生体へ

の負担（症状）について研究し、生理的適応症やそのメカニズムについて追究する。 
 

 

病 態 生 理 学 研 究 室 主任 篠塚 達雄 教授  定員 10 人 

 

 

研 究 

テーマ 

『老化機構の解明と老人性疾患の治療法開発に関する研究』：老化促進モデル

マウス(SAMP8)を使って老化促進と記憶障害発症のメカニズムを解明する。 

『生体試料中の向精神薬分析法の開発』 ：生 体 試 料 から向 精 神 薬 を抽 出 し

LC/MS/MS で高感度分析する方法を開発する。 

『病態解析に関する組織学的研究』：病理および正常組織を比較検討し、疾患につ

いて病態生理学的に解明する。 

『疾患と医薬品選択の検討』：疾患と医薬品の選択、適正使用等の関係を調査・検

討する。 

 

薬 理 学 研 究 室 主任 山田 潤 教授  定員 ５ 人 

 
 

研 究 

テーマ 

『向精神薬の薬理作用に関する研究』：選択的セロトニン再取り込み阻害薬（SSRI）

をはじめとする抗うつ薬や抗不安薬などの向精神薬の作用機序について、セロトニン

およびノルアドレナリン作動性神経との関連を中心に検討を行う。また、天然物由来

化合物の中枢薬理作用と作用機序の解明を神経薬理学的な観点より行い、新規向

精神薬の開発を目指す。 

 

 



 

薬 剤 学 研 究 室 主任 鷲見 正宏 教授  定員 ８ 人 

 

 

研 究 

テーマ 

『医薬品の適正使用に関する研究』： 

① 薬剤投与による臨床検査値の変動等を調査し、薬の効果又は副作用を研究す

る。 

② 溶出試験機などを用いて後発医薬品の品質を比較検討する。 

③ 海外の医薬品を用いてその国の医薬品の品質管理の現状を比較検討する。 

④ 健康補助食品に記載されている効能について調査し、実際にその効果があるか

検証する。 

⑤ 医療経済の観点から費用対効果の高い薬物治療を推奨すべく、種々の治療薬

について検討を行う。 

 

薬 物 動 態 学 研 究 室 主任 池田 敏彦 教授  定員 10 人 

 

 

研 究 

テーマ 

『薬物動態のメカニズムと関与する蛋白質に関する研究』：薬物代謝酵素とトランスポーターの反応

機構及び薬効・毒性の発現機構を研究する。 

『音響化学療法のがん治療応用に関する薬物動態学的研究』：局所集束性の高い超音波をがんに

照射し、薬物を抗腫瘍活性化させる方法を研究する。 

『血清蛋白質と薬物の相互作用に関する研究』：アルブミンとα１-酸性糖蛋白質の薬物結合に関与

するアミノ酸残基について、情報収集及び同定を行う。 

『漢方薬併用時の西洋薬の体内動態に関する研究』：西洋薬と漢方薬を併用した時の薬物相互作用

について、情報を収集すると共に実験的に検討する。 

 

薬 物 治 療 学 研 究 室 主任 小野寺憲治 教授  定員 11 人 

 

 

研 究 

テーマ 

『抗炎症薬に関する研究』：抗ヒスタミン薬の薬物治療学的研究について、眠気およびインペアード・

パフォーマンスに対する影響について基礎・臨床の両面から検討する。 

『慢性炎症性疾患に関する研究』：慢性炎症性疾患（骨粗鬆症・ﾒﾀﾎﾞﾘｯｸｼﾝﾄﾞﾛｰﾑなど）におけるｶﾃﾌﾟ

ｼﾝ K の役割について分子生物学的・生化学的・薬理学的に解析する。 

『白血球の生体防御における機能についての研究』：白血球の生体防御における役割を、発現する

機能分子に注目して、分子生物学的および薬理学的に解析する。 

 

臨 床 薬 理 学 研 究 室 主任 西 廣吉 教授  定員 ７ 人 

 

 

研 究 

テーマ 

『抗酸化剤の研究』：神経細胞の変性を阻害する脂質過酸化反応抑制剤の研究を

行う。 

『抗うつ薬の開発』：新規抗うつ薬を開発するため、モデル動物の自発運動量や脳内

モノアミン類などの測定や神経芽細胞腫を用いた研究を行う。 

『骨粗鬆症治療の検討』：骨減少症モデルにおける薬物の作用や治療方法の検討を

行う。 

『医薬の歴史に関する調査』：医薬学の発展史を系統的に纏める。 

 



臨 床 薬 剤 学 研 究 室 主任 成田 延幸 講師  定員 ６ 人 

 

 

研 究 

テーマ 

『より安心できる薬物療法に関する研究』 

① 臨床薬剤学情報の収集法とその評価に関する研究 

② 薬剤を通した医療サービスにおける患者満足度を高める工夫等の数量化理論解 

 析 

③ 薬物治療の最適化に関する調査・研究 

④ 医療現場とのリスクマネージメント等の共同研究 

⑤ 薬剤の溶出比較試験研究 

 

 
 


